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研究成果の概要：国境を越える高等教育に関し、大学の経営・教育戦略の視点から、出自国や

受入国の教育システムとの相互作用の中での大学の戦略的行動に着目し、英・豪の大学の海

外進出等について分析した結果、大学の戦略にとって、公財政システム、大学の自律性等の

制度的・外部環境的な要因とともに、学内マネジメント体制、内部質保証システム、学科等

や全学にとってのインセンティブ等の機関内部的な要因が重要であることが明らかになった。
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１．研究開始当初の背景

(1) 高等教育が世界貿易機関(ＷＴＯ)の交

渉対象となっていることに象徴される通

り、多国籍企業のように大学も国境を越え

る時代が到来し、しかも、日本の近隣の東

(南)アジア地域が高等教育のグローバル

市場の中心となっている。すなわち、マレ

ーシア、シンガポール、香港、中国、タイ、

ベトナム等において、英国、豪州、米国等

の大学が競って進出し、海外分校の設置、

現地の大学その他の機関との提携等によ

り、あるいは、ｅラーニング等による遠隔

教育により、本校の学位を授与する教育の

課程を提供している。

(2) 公財政支出の削減に伴い海外に新たな

マーケットを求めた英国・豪州等の大学の
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プッシュ要因と、拡大する高等教育需要に

対して外国大学の活用を図ったアジア諸

国のプル要因とが相俟って生じた現象で

あるが、戦略的な国際展開を図る大学及び

これを政策的に支援する提供国の側だけ

ではなく、受入国の多くがアジアの教育ハ

ブを目指し、外国大学を戦略的に受け入れ

ていることに注目する必要がある。

(3) このような高等教育のグローバル化の

最前線において、日本の大学の存在感は乏

しい。

２．研究の目的

(1) 海外で教育を提供する大学及び進出先

の提携機関（大学その他の機関）のインセ

ンティブとリスク、学内質保証システム、

経営・教育戦略における海外進出・提携の

位置付け、大学の経営及び教育に与える影

響等について分析を行い、海外進出の規定

要因及び経営・教育戦略との相互作用等に

ついて考察する。

(2) これにより、大学改革の一環としての大

学の戦略的国際展開の可能性と制約条件

等について知見を得る。

３．研究の方法

(1) 海外で教育を提供する英国･豪州の大学

及び進出先の提携機関（アジアの大学その

他の機関）を対象とする事例調査を行った。

(2) 関連文献のレビューを行った。

４．研究成果

(1) 国境を越える高等教育（海外への教育プ

ログラムの提供）に関し、大学の経営・教

育戦略の視点から、出自国や受入国の教育

システムとの相互作用の中での大学の戦

略的行動に着目し、英・豪の大学の海外進

出状況、アジアにおける進出事例、質保証

等について分析することにより、以下のよ

うな知見が得られた。

大学の戦略にとって、高等教育に対する

公財政システム、大学の自律性、マーケッ

トとの繋がり（英国は植民地等、豪州は近

隣アジア太平洋地域）、教育言語等の制度

的・外部環境的な要因とともに、学内の権

限・責任の所在の明確性、迅速な意思決定

を行えるマネジメント体制、内部質保証シ

ステム、学科等や全学にとってのインセン

ティブ（財源としての外国人学生獲得、専

門分野の存続・拡大、大学のブランドやラ

ンキング等）等の機関内部的な要因が重要

であることが明らかになった。

日本の大学の国際展開の可能性にとっ

ての含意としては、教育プログラムの設

置・改編等をはじめ、依然として政府の強

いコントロール下にある日本の大学の自

律性の不足、未だ戦略経営が根付いておら

ず活力不足の学内の組織風土、教育と財務

等を統合する経営戦略の未成熟、権限・責

任の所在の曖昧さ、保守的になりがちなコ

ンセンサス重視の意思決定、内部質保証シ

ステムの不十分さ等が制約条件となり得

ることが示唆される。

(2) 英国の大学の海外における教育提供及

び英国における外国大学の動向について、

データに基づく現状分析と考察を行った

結果、以下のことが判明した。

まず、英国の大学の海外における教育提

供については、ブリティッシュ・カウンシ

ルの推計データ等に基づき、英国大学が海

外で提供する学位課程において学ぶ外国

人学生総数が 208,900 人（2003/04 年度）

に上ること、進出先は東(南)アジアが比較

的多いが、欧州・中東・北米などグローバ

ルに広がっていること、教育提供の形態と

しては現地教育機関との連携協力（フラン



チャイジング、バリデーション等）が多く、

遠隔学習・ｅラーニングが次ぎ、「分校」

形態は少数であること、分野別に見ると、

外国人学生に人気が高く多額の投資を要

しないビジネス・法律・ＩＴの３分野が８

割以上を占めること等を明らかになった。

また、英国の大学の海外における教育提

供が盛んになったのは、国レベルの戦略に

よるものというよりも、大学レベルの戦略

がもたらした現象であるが、自国学生には

定員管理を課す一方で外国人学生につい

てはフリーマーケット化するとともに、公

的機関助成を抑制した国の政策が、意図せ

ずして大学の戦略的行動を促進したとの

考察結果が得られた。

さらに、英国の高等教育質保証機構（Ｑ

ＡＡ）の海外監査（評価）及び行動規範文

書による質保証の取組は、海外における教

育提供及びその学位等資格について、英国

内のものと同等の質と水準を維持するこ

とが、英国の高等教育のブランドと競争力

を保持する上で重要との基本的考え方に

立っているとの分析結果を示すことがで

きた。

英国における外国大学の動向について

は、外国の大学であっても、大臣命令によ

って学位授与権の認定を受けたり、英国の

大学によるバリデーション（課程認定）を

得ることによって当該英国大学の学位を

授与しているものがある（外国大学人身の

学位との二重学位の場合もある）等の制度

的取扱いと実態を明らかにするとともに、

アメリカン・インターコンチネンタル大学

ロンドン校及びリッチモンド大学の２事

例について詳細に分析することができた。

(3)高等教育や社会人教育のグローバル化と

表裏一体で進む、国境を越え産学の境界を

超えるｅラーニングの国際動向について

分析し、日本が蚊帳の外に置かれている状

況を明らかにすることにより、高等教育の

構造改革への含意を示すことができた。

(4) 高等教育市場の国際化を対象とした世

界貿易機関(ＷＴＯ)など国際機関の取組

と主要各国の対応について、高等教育のグ

ローバル市場化の動向を背景として、ＷＴ

Ｏ貿易交渉における高等教育サービスの

取扱いに関し、交渉の仕組み、教育サービ

ス貿易の分類、各国の対応と大学関係者の

反応等を事実に即して詳細に分析し、ＷＴ

Ｏの実体的及び象徴的な影響を考察する

ことができた。
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